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画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー
で
二
〇
二
〇
年
度
よ
り
開
始
し
た
「
正
倉
院
宝
物
図
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
は
、
近
世
・
近
代
に
作
成
さ
れ
た
各
種
の
正
倉
院
宝
物
図
に
注
目
し
、
事
例
収

集
を
基
礎
と
し
て
、
そ
れ
ら
の
流
布
・
伝
播
の
体
系
的
整
理
を
め
ざ
し
て
活
動
を
続
け
て

い
ま
す
。
二
〇
二
〇
年
度
に
は
研
究
活
動
の
一
環
と
し
て
、
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫

に
所
蔵
さ
れ
る
正
倉
院
宝
物
図
関
係
史
料
の
デ
ジ
タ
ル
撮
影
を
実
施
し
、
こ
の
た
び
史

料
編
纂
所H

i-CA
T
 Plus

よ
り
デ
ジ
タ
ル
画
像
を
公
開
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
史

料
編
纂
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
選
択
画
面
（https://w

w
w
ap.hi.u-tokyo.

ac.jp/ships/

）
で
「H

i-CA
T
 Plus

」
を
選
択
し
、「
正
倉
院
宝
物
図
」
で
検
索
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
こ
の
た
び
撮
影
・
公
開
し
た
の
は
、
二
六
点
七
九
八
コ
マ
で
す
。
数
種
類

の
元
禄
図
系
統
の
宝
物
図
、
天
保
の
開
封
時
に
塵
芥
中
か
ら
発
見
さ
れ
た
古
裂
を
描
い
た

も
の
、
香
木
の
拓
本
、
東
大
寺
開
田
図
の
模
写
な
ど
、
多
様
な
史
料
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

（
稲
田
奈
津
子
）

　

二
〇
二
一
年
一
二
月
八
日
、
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
博
物
館
が
所
蔵
す
る
東
寺
文
書
（
一
〇

七
通
。
重
要
文
化
財
）
の
画
像
を
、
本
所
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
日
本
古
文
書
ユ
ニ
オ
ン
カ
タ

ロ
グ
」
お
よ
び
「H

i-CA
T
 Plus

」
を
通
じ
て
広
く
ウ
ェ
ブ
公
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

琵
琶
湖
博
物
館
所
蔵
東
寺
文
書
は
、
江
戸
時
代
に
京
都
の
東
寺
を
離
れ
た
史
料
群
で
あ

り
、
滋
賀
県
内
個
人
の
所
蔵
を
経
て
、
一
九
九
六
年
に
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
博
物
館
が
所
蔵

す
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
平
安
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
い
た
る
一
〇
七
通
の
史

料
か
ら
な
り
、
中
世
の
東
寺
領
経
営
に
か
か
わ
る
文
書
が
多
い
。
京
都
府
立
京
都
学
・
歴

彩
館
が
所
蔵
す
る
「
東
寺
百
合
文
書
」（
国
宝
）
と
か
つ
て
は
一
体
の
も
の
だ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

　

二
〇
一
九
年
に
本
所
が
日
本
学
術
振
興
会

「
人
文
学
・
社
会
科
学
デ
ー
タ
イ
ン
フ
ラ
ス

ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
構
築
推
進
事
業
」
に
採
択
さ

れ
た
こ
と
を
契
機
に
本
所
と
琵
琶
湖
博
物
館

と
の
連
携
が
進
み
、
二
〇
二
一
年
三
月
に
両

機
関
で
締
結
さ
れ
た
覚
書
を
も
と
に
、
今
回

画
像
の
ウ
ェ
ブ
公
開
が
実
現
し
た
。「
日
本

古
文
書
ユ
ニ
オ
ン
カ
タ
ロ
グ
」
に
は
、
目
録

情
報
や
本
文
テ
キ
ス
ト
（
聖
教
や
帳
簿
な
ど

一
部
の
史
料
に
は
な
し
）
も
搭
載
し
て
い
る

の
で
、
史
料
名
や
史
料
番
号
、
史
料
本
文
中

に
登
場
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
か
ら
の
検
索
も
可

能
と
な
っ
て
い
る
。
画
像
の
利
用
条
件
は
、

琵
琶
湖
博
物
館
に
直
接
お
問
い
合
わ
せ
い
た

だ
き
た
い
。 

（
木
下
竜
馬
）

宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
・
正
倉
院
宝
物
図
関
係
史
料
の
画
像
公
開
に
つ
い
て

滋
賀
県
立
琵
琶
湖
博
物
館
と
の
連
携
に
よ
る
琵
琶
湖
博
物
館
所
蔵
東
寺
文

書
の
画
像
ウ
ェ
ブ
公
開
に
つ
い
て

図１　正倉院御宝物図巻（B6・713）より

図２　〔越前国足羽郡糞置村〕東大寺墾田図（111・273）より


